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  暑中お見舞い申し上げます暑中お見舞い申し上げます  

  

 当社は、上記、３つのソリューションを柱として日々、地域密着型のシステム開発と、運用サポートを実施して

います。ユーザー様がどのような目的でシステム導入をお考えになっているかを第一に、より高品質のシステム

開発を行うとともに、ユーザー様の予算に合わせるべく可能な限りのコストダウンを行い、導入後に高い満足度

を得て頂ける努力を継続して行っていくことを基本としています。お客様の要望に応えて信頼されるサービスを

長期に渡り提供することで、お客様から高い評価をいただいており、地域に根付いた企業にお客様と共に成長

していきたいと考えております。社名のAIM（エイム＝目標）に表現するように、方式と理想を結びつけ、新しい価

値を創出することを経営理念とし、このAIM（目標）を通して、全従業員の成長と物心両面の幸せを追求します。

平成20年8月に福岡営業所、平成22年4月に川崎営業所を開設致しました。また、平成21年5月にPマークを取

得、合わせて平成23年6月にＩＳＭSを取得致しました                                   

この度の東日本大震災により被災されたみなさまに心よりお見舞い申し上げます。 

被災地のみなさまの一刻もはやい復旧を心よりお祈り申し上げます。 

今年度の経済状況が相変わらず不透明なままスタートしましたが、情報サービス産業にとっては上向

きになることの期待感のなかでスタートした感がありました。3月11日の未曾有の震災・災害、その後の原

発問題・電力問題と課題は山積みの状況ではありますが、直後にＪＵＡＳ (社団法人日本情報システム・

ユーザ協会)が行った調査によりますと、ＩＴ投資の予定についてはほとんどの企業が変更なしという調査

結果もあります。ただし、投資の内容はＢＣＰの強化および「クラウド」の利用など最新のＩＴ技術（スマート

フォンを代表とした）の活用が益々重要視されてきています。 

そのような環境のなか、当協会は地域経済発展に貢献するため、山口県下のＩＴ企業を結集し、ますま

す複雑化するＩＴ技術を活用すべく、会員相互の情報交換・技術交流および、人材確保・育成支援のため

の最新ＩＴ動向の紹介・セミナーなどを積極的に実施していきます。また、今年度は「やまぐちＲｕｂｙ研究

会」が発足し、会員各社の積極的な参加をいただきました。今後とも当協会に対しまして、より一層のご協

力・ご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

最後に今年も猛暑が始まっています。節電に協力しながら、健康に十分留意され、復旧・復興に貢献し

ていきましょう。 

行 事 予 定（８月1日現在） 

    会員加入状況 

    （8月1日現在）  

• 正 会 員  ３５社 

• 賛助会員  １３社 

• 合  計       ４８社 

 

   会員募集中！！ 

 お知り合いの同業者に加入の

呼びかけやご紹介をお願い致し

ます。 
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■事業内容   

１ コンピュータシステムの設計、導入及び指導業務 

２ コンピュータソフトウエアの開発、販売及び保守 

３ コンピュータシステムの運営及び管理の受託 

４ コンピュータ機器の開発、販売及び保守 

５ 労働者派遣事業法に基づく人材の派遣 

 ■ソリューション 

1 公共 

  自治体の基幹システム（国保・年金・税・固定資産

等）及び総合福祉（生活保護・障害福祉・保育料等）の提

案と構築 

２ 産業   

  製造業向け生産管理・制御（伝送・実績・生産ライン

等）流通業向け（仕入・在庫・買付等）の提案と構築 

３ Web 

     クラウドベースのシステム提案及びオブジェクト指向

技術を取り入れたシステム提案と構築（JAVA、Servlet、

Ajax、Ruby等）                         

 会員企業紹介 我が社の自慢を紹介します 

各種行事開催にあたり、皆様の積極的なご参加をお待ち申し上げております。 
 

  

 会員の皆様に役立つ会報作り

を目指し、会員の皆様方企業のご

紹介を行ってまいります。 

 会社名あいうえお順に原稿を依

頼させて頂きますので、ご協力の

程、宜しくお願い申し上げます。 

ご協力下さい 

8.5（金） 

 

・ やまぐちRuby研究会 

・ 第137回理事会 

・ IPAスキル標準講演 

9.15（木） 

9.16（金） 

 

・ Ｒｕｂｙ研修会（入門編） 

 

10.16（日） ・ 情報処理技術者試験 

11.5(土) 
 

・ スポーツ大会 

 

11.18(金) 
・ 第１３８回理事会 

・ IPAスキル標準講演 

 



 平成２３年度春期情報処理技術者試験は、４月１７日（日）、山口県立大学で実施と考えておりましたが、学校行事で使用不可となり某学校を借り

上げました。その間、大学入試における携帯電話不正受験の影響を受け、監督員等の増員配置を指示され人員確保に奔走致しました。こうした中、

某学校から５月の連休前に学校行事が入ったからとして突然キャンセルされ、更に３月１１日の東日本大震災の影響により春期試験は、「平成２３年

度特別情報処理技術者試験」としてＡＰと高度試験、ＩＰとＦＥの２回に分けて実施するとして２会場が必要になり、会場確保にも奔走致しました。 

  試験は、６月２６日（日）には山口市の野田学園、７月１０日（日）には山口大学において、試験の監督員や管理員として会員様にご協力を頂き、大きなト

ラブルもなく無事終了することができました。ご協力を頂きました皆様方には心よりお礼申し上げます。 

  秋期情報処理技術者試験は、１０月１６日（日）山口大学で実施することとして準備を進めておりますが、監督員等として会員の皆様方のご協力を

どうぞ宜しくお願い致します。 

ＩＰＡ情報処理技術者試験（特別試験）実施 

ＹＩＩＡ 開催イベント報告 

賀詞交歓会・IPAスキル標準講演（２回目）開催 

  

デザイン相談キャラバン Part2開催 

  山口県山口市小郡下郷2278番地5 

    菱洋インテリジェンス株式会社山口支店内 

電話 /Faｘ ０８３ (９７３) ０５１１ Email  yiiajim@yiia.org/ 

URL http://www.yiia.org/ 

  １月25日（火）山口・防府地域工芸地場産業振興センター、2月1日（火）柳井商工会議所、2月15日 (火) 徳山商工会議

所、2月22日 (火) 山口県産業技術センターにおいて、合計79名の方にご参加頂き、山口県デザインセンター様との共催で

「デザイン相談キャラバンPart2」を開催、ウエブについてのセミナーとウエブデザインに関する無料相談会を開催致しまし

た。会は冒頭、山口県デザインセンター総括責任者の縄田健次氏の挨拶に続き、㈱エム・アイ・シーの合頭弘之氏により、

「近年需要が高まっているWEBをどのように活用するか」と題して講演され、ネットショップで利益を上げるためには、消費

者のニーズとウオンツに応えることが必要とし、その実例とホームページを見てもらいやすくする対策についてご講演を頂

きました。 
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 １月１８・１９日（火・水）、林兼コンピューター㈱、３月１・２日（火・水）、山口インフオメーション・カ

レッジにおいて、やまぐち産業振興財団様の情報化促進事業として、Ruby研修会（初級編・２日間コース）をそれ

ぞれ１６名と１５名の方に参加頂き開催致しました。研修会は、昨年８月に自主事業として山口インフォメーショ

ン・カレッジにおいて開催したRuby研修会（初級編・１日コース）に引き続き、㈱エム・アイ・シーの大本基充氏

を講師として開催致しました。いずれの会場にも６～７人の会員外企業の方が参加されるとともに、山口大学の学

生さんも２名参加されるなど、Rubyに対する関心の高さが伺われました。 

Ruby研修会開催・Ruby研究会発足 

  ２月１８日（金）、山口グランドホテルにおいて、３３名の方にご参加を頂き、「賀詞交歓会」を開催致しました。 

 賀詞交歓会に先立ちまして、記念講演と致しまして、IPA主催、山口県ソフトウエアセンター共催で11月１9日 (金) に引

き続き昨年度２回目となる「IPAスキル標準講演」を４０名の方に参加頂き開催致しました。 

 講演は、講師としてIPAのIT人材本部ITスキル標準センター長 網野幾夫氏により行われ、IPAでは、日本のITサービ

ス産業の発展に資するIT人材を育成するため、情報処理技術者試験やスキル標準の策定を行っているが、その中か

ら、昨今のＩＴサービス産業の置かれた状況とＩＴ技術者の意識を紹介することにより人材育成に役立てて欲しいと説明が

なされました。 

 ５月１３日（金）、山口グランドホテルにおいて、第１３６回理事会に引き続き、第３６回通常総会を４３名（正会員３３名内議

決権委任１１名）が参加して開催致しました。総会には、山口県新産業振興課黒瀬課長様をはじめ、やまぐち産業振興財

団、山口県産業技術センターからもご来賓として参加頂きました。総会では、平成２２年度の事業報告、決算報告、会計監

査報告、平成２３年度の役員体制、事業計画、一般会計収支予算（案）及び法人制度改革に伴い改正が必要となる一般社

団法人山口県情報産業協会定款（案）について審議がなされ、いずれも特に意見・質問もなく承認されました。 

 総会終了後、中国経済産業局電子・情報産業担当参事官稲原宏昭氏による「経済産業省・経済産業局の平成２３年度情

報政策等について」の基調講演が行われれ、新参事官の講演資料に熱心にメモする姿が多数見受けられました。 

第３６回情産協通常総会・基調講演開催 

 ５月１３日（金）山口グランドホテルにおいて、１２社１個人が加盟して、やまぐちRuby研究会が発足しまし

た。発足総会には、会員企業から１６名が参加されるとともに、来賓として中国経済産業局、山口県、やまぐち産

業振興財団のほか、アドバイザーとして山口大学教授（元中国経済産業局平井電子・情報産業担当参事官）山口県

産業技術センターの川村室長も参加されました。総会では、規約、財務規程等が承認されたほか、当面の研修事業

について確認がなされました。 


